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学力向上

○担任1人で個別に対応（孤立感）

○指導に関する自信喪失（不安感）

学力に課題のある

児童生徒

主幹教諭

○主幹教諭が上司として担任教諭に指示や助言ができる

（担任の孤独感の解消）

○「学力向上プロジェクトチーム」の主幹教諭がリーダーとなり、

各担任教諭をサポートできる（組織的対応）

○個別の状況を取りまとめて校長・教頭に報告できる

○情報が担任ごとに上がってくる

（多忙感・組織運営の停滞感）

生徒指導

○担任が家庭訪問（時間的余裕の喪失・多忙感）
○担任1人で個別に対応（孤立感）

○担任1人で個別に対策（不安感）
不登校・いじめ

など生徒指導に

問題のある

児童生徒

主幹教諭

○主幹教諭が担任教諭をサポートできる（担任の孤独感の解消）

○主幹教諭とともに計画を練って対応できる（不安感の解消）

○主幹教諭が家庭訪問できる（担任の多忙感の解消）

○個別の状況を取りまとめて校長・教頭に報告できる

○情報が担任ごとに上がってくる

（多忙感・組織運営の停滞感）

学力に課題のある

児童生徒

不登校・いじめ

など生徒指導に

問題のある

児童生徒

○情報が整理されて上がってくる

（組織運営の機能向上）

○情報が整理されて上がってくる

（組織運営の機能向上）

チームで

組織的に

対応

チームで

組織的に

対応
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保護者・地域対応

○管理職ではないため、責任を持って対応ができない（不安感）

○管理職不在時は、組織的対応ができない（危機感）

保護者

地域住民

主幹教諭

○主幹教諭が管理職に代わり対応できる（組織的対

応）

○校長・教頭不在時にも判断できる（危機管理）

○個別の状況を取りまとめて校長・教頭に報告できる

○管理職2人だけで責任を持って対応

（多忙感・疲弊感） ○窓口が増える（保護者・地域住民

との連携強化）チームで

組織的に

対応

保護者

地域住民


